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（会員は会費に含まれています。）

■
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委

員
会
の
検
討
結
果

６
月
に
全
国
の
森
林
管
理
局
に
お
い
て
本
年

度
の
第
１
回
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
木
材
需
給
の
動
向
を
踏
ま
え
た

検
討
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

○
北
海
道
森
林
管
理
局　

６
月
23
日

〈
検
討
結
果
〉

今
後
の
木
材
需
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
不
透
明
感
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、「
現
時

点
で
国
有
林
材
の
供
給
調
整
は
必
要
な
い
」
と

判
断
す
る
。

な
お
、
引
き
続
き
今
後
の
動
向
等
に
つ
い
て

し
っ
か
り
注
視
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
実
情

に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
策
が
打
て
る
よ
う
対
応

す
る
。

○
関
東
森
林
管
理
局　

６
月
26
日

〈
検
討
結
果
〉

原
木
の
出
材
量
は
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。
製

材
所
の
原
木
不
足
は
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
て
お

り
、
原
木
価
格
は
下
落
傾
向
で
あ
る
。

国
産
材
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
入
材
の
入
荷

減
等
の
影
響
も
あ
り
、
間
柱
な
ど
の
羽
柄
材
が

若
干
の
値
上
げ
傾
向
に
あ
る
が
、
構
造
材
の
価

格
は
上
が
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
虫
害
懸
念
も
あ
り
、
例

年
ど
お
り
出
材
量
の
減
少
、
価
格
の
下
落
が
見

込
ま
れ
る
が
、
建
築
基
準
法
改
正
の
影
響
の
不

透
明
感
も
あ
り
、
情
勢
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
国
有
林
材

の
供
給
調
整
は
不
要
と
判
断
さ
れ
る
。
国
有
林

に
お
い
て
は
、
各
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
的

確
な
供
給
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
供
給
調
整

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
地
域
の
実
情

に
即
し
て
機
動
的
に
対
応
策
が
打
て
る
よ
う
引

き
続
き
検
討
を
お
願
い
す
る
。

○
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

６
月
13
日

〈
検
討
結
果
〉

国
産
丸
太
の
出
材
量
は
近
畿
地
方
で
は
や
や

回
復
し
、
中
国
地
方
で
は
梅
雨
前
で
も
順
調
で

あ
る
が
、梅
雨
期
の
材
質
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

原
木
市
場
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
向
け
丸
太
の
調
達

が
ひ
っ
迫
し
、
合
板
向
け
丸
太
と
の
競
合
も
出

て
い
る
。

新
規
住
宅
着
工
戸
数
は
建
築
物
省
エ
ネ
法
及

び
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要

も
あ
り
、３
月
は
前
月
比
34
％
増
と
な
っ
た
が
、

先
行
き
に
つ
い
て
は
当
面
、
２
月
以
前
の
水
準

で
横
這
い
で
推
移
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

製
材
に
つ
い
て
は
、
輸
入
材
の
代
替
需
要
に

よ
り
国
産
小
割
材
な
ど
の
注
文
が
多
く
、
小
幅

な
が
ら
も
値
上
げ
が
進
ん
で
い
る
が
、
旺
盛
な

需
要
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
稼
働
率
は
近
畿
地
方
で

８
割
と
横
ば
い
で
、
中
国
地
方
で
緩
や
か
な
下

降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。

合
板
に
つ
い
て
は
国
産
材
針
葉
樹
合
板
メ
ー

カ
ー
が
20
％
の
減
産
を
続
け
て
い
る
が
需
給
均

衡
は
と
れ
て
い
る
。
実
需
は
横
這
い
か
弱
含
み

の
傾
向
に
あ
る
。

木
材
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
燃
料
用
と
製
紙

用
が
競
合
し
て
お
り
、
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
に
入
り

出
材
量
が
減
少
す
る
た
め
、
不
足
感
が
強
ま
る

と
み
ら
れ
る
。

輸
入
製
材
品
に
つ
い
て
は
、
荷
動
き
は
よ
く

な
い
。
羽
柄
材
の
保
有
在
庫
は
少
な
く
、
構
造

材
の
入
荷
量
も
全
般
的
に
少
な
く
な
っ
て
い

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
燃
料
用
チ
ッ
プ
を
中
心

と
し
た
Ｂ
・
Ｃ
材
の
需
要
は
旺
盛
で
あ
る
も
の

の
製
材
加
工
関
係
の
荷
動
き
が
低
調
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
直
ち
に
国
有
林
材
に
よ
る
供
給
調
整

を
行
う
局
面
に
あ
る
と
は
判
断
し
な
い
。

○
四
国
森
林
管
理
局　

６
月
９
日

〈
検
討
結
果
〉

住
宅
着
工
戸
数
は
、
建
設
基
準
法
改
正
前
の

駆
け
込
み
需
要
で
３
月
は
大
き
く
増
加
し
、
四

国
の
木
造
住
宅
で
は
対
前
年
度
比
１
７
５
・

７
％
と
な
っ
た
。
４
月
は
そ
の
反
動
に
よ
り
対

前
年
度
比
67
・
３
％
と
大
き
く
減
少
し
、
今
後

の
動
向
は
不
透
明
で
あ
る
が
、
建
築
資
材
の
高

騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
動
き
は
停
滞
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
木
材
の
需
給
状
況
に
つ
い

て
は
、
国
産
材
製
品
は
、
輸
入
材
か
ら
の
代
替

需
要
等
に
よ
り
、
一
定
の
引
き
合
い
は
見
ら
れ

る
状
況
。
原
木
の
不
足
感
は
一
服
し
、
現
状
価

格
は
総
じ
て
保
合
で
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後

虫
害
等
の
影
響
が
出
て
く
る
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
価
格
の
下
落
や
出
材
量
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
国
有

林
材
の
供
給
調
整
は
行
わ
ず
、
森
林
整
備
を
通

じ
た
安
定
的
な
原
木
供
給
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
。

○
九
州
森
林
管
理
局　

６
月
18
日

〈
検
討
結
果
〉

現
時
点
で
の
供
給
調
整
の
必
要
は
無
い
が
、

梅
雨
期
を
含
め
、
今
後
に
お
け
る
民
有
林
材
の

出
材
状
況
や
製
材
工
場
等
の
原
木
仕
入
れ
状

況
、輸
出
向
け
原
木
の
動
向
等
を
注
視
し
つ
つ
、

計
画
的
な
供
給
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
各
森
林
管
理
局
の
国
有
林
材
供
給
調
整
検

討
委
員
会
に
お
け
る
意
見
の
概
要
及
び
木
材
製

品
の
生
産
や
市
況
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
検
討

資
料
は
、
次
の
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kokuyu_rinya/m

okuhan/kentouiinkai.
htm
l■

製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量

欧
州
・
北
米
・
ロ
シ
ア
か
ら
の
製
材
の
輸
入

量
は
、
昨
年
の
夏
以
降
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
の
５
月
に
は
ロ
シ
ア
材
の
増
加
に

よ
り
増
加
に
転
じ
た
。
５
月
の
総
輸
入
量
を
地

域
別
に
み
る
と
、
欧
州
材
が
１
９
１
千
㎥
（
前

年
同
月
比
７
％
減
）、
北
米
材
が
78
千
㎥
（
同

２
％
増
）、
ロ
シ
ア
材
が
68
千
㎥
（
同
46
％
増
）

で
あ
っ
た
。
本
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
累
計

輸
入
量
を
地
域
別
に
み
る
と
、
欧
州
か
ら
の
製

材
輸
入
量
が
８
４
０
千
㎥
（
前
年
同
期
比
２
％

増
）、北
米
か
ら
の
輸
入
量
が
３
２
９
千
㎥
（
同

24
％
減
）、
ロ
シ
ア
か
ら
が
２
５
８
千
㎥
（
同

20
％
増
）
で
あ
っ
た
。

集
成
材
の
５
月
輸
入
量
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
が
54

千
㎥
（
前
年
同
期
比
12
％
減
）、
中
国
か
ら
が
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■
製
材
用
素
材
及
び
製
材
の
生

産
量
・
在
庫
量
等

農
林
水
産
省
の
木
材
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
６
月
の
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
１

２
９
万
６
千
㎥
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ

７
・
３
％
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
国
産
材
は
１

０
３
万
９
千
㎥
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ

１
・
８
％
増
加
し
た
。
６
月
の
製
材
用
素
材
の

消
費
量
は
、
１
２
７
万
２
千
㎥
と
な
り
、
前
年

６
千
㎥
（
同
22
％
減
）、
ロ
シ
ア
か
ら
が
２
千

㎥
（
同
14
％
減
）
で
あ
っ
た
。
１
月
か
ら
５
月

の
累
計
輸
入
量
で
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
が
１
８
８
千

㎥
（
前
年
同
期
比
23
％
減
）、
中
国
か
ら
が
20

千
㎥（
同
28
％
減
）、ロ
シ
ア
か
ら
が
13
千
㎥（
同

32
％
減
）
で
あ
っ
た
。

（
出
展
：
財
務
省
貿
易
統
計
、
林
野
庁
：
木

材
輸
入
実
績
）

■
東
京
湾
針
葉
樹
製
品
在
庫
量

ロ
シ
ア
材
が
増
加

日
本
木
材
輸
入
協
会
（
東
京
江
東
区
）
の
と

り
ま
と
め
に
よ
る
と
、
東
京
湾
の
輸
入
針
葉
樹

製
品
（
製
材
と
集
成
材
）
の
６
月
末
の
在
庫
量

は
、
10
万
㎥
に
達
し
た
。
今
年
に
入
り
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
が
、
昨
年
の
在
庫
量
と
比
べ

る
と
北
米
材
が
２
７
、０
０
０
㎥
、
前
年
同
期

比
58
％
、
欧
州
材
が
３
５
、９
３
２
㎥
、
前
年

同
期
比
86
％
と
引
き
続
き
低
位
に
あ
る
。
ロ
シ

ア
材
は
、
滞
留
し
て
い
た
コ
ン
テ
ナ
の
入
荷
が

改
善
し
た
こ
と
等
か
ら
、
３
６
、８
８
３
㎥
、

前
年
比
２
３
１
％
に
増
加
し
た
。

木
造
住
宅
の
５
月
の
新
設
着
工
戸
数
は
約
２

万
４
千
６
百
戸
（
対
前
年
同
月
比
69
％
）
と
先

月
に
続
い
て
減
少
し
た
。
３
月
に
改
正
建
築
基

準
法
の
施
行
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
が
み
ら
れ

た
が
、そ
の
反
動
に
よ
る
減
少
と
考
え
ら
れ
る
。
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減
少
し
た
。

■
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収

調
査
結
果

農
林
水
産
省
は
、
令
和
５
年
に
お
け
る
外
国

資
本
に
よ
る
森
林
買
収
の
事
例
に
つ
い
て
都
道

府
県
を
通
じ
て
行
っ
た
調
査
結
果
を
７
月
19
日

に
公
表
し
た
。

１
．
調
査
方
法

令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
に
お

け
る
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
取
得
に
つ
い
て
、

森
林
法
に
基
づ
く
届
出
情
報
な
ど
の
行
政
が
保

有
す
る
情
報
を
参
考
に
、
都
道
府
県
を
通
じ
て

調
査
を
行
っ
た
。

２
．
居
住
地
が
海
外
に
あ
る
外
国
法
人
又
は
外

国
人
と
思
わ
れ
る
者
に
よ
る
森
林
買
収
の
事

例件
数
は
合
計
33
件
、
面
積
は
１
３
４
ha
。
内

訳
は
、
北
海
道
が
26
件
１
１
７
ha
と
大
半
を
占

め
る
。
北
海
道
の
森
林
取
得
者
の
所
在
地
は
、

同
月
に
比
べ
て
５
・
５
％
増
加
し
た
。
７
月
の

消
費
見
込
量
は
１
２
３
万
６
千
㎥
、
８
月
の
消

費
見
込
量
は
１
１
２
万
３
千
㎥
と
し
て
い
る
。

製
材
用
素
材
の
６
月
末
在
庫
量
は
２
０
９
万
９

千
㎥
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
６
・
９
％
増

加
し
た
。

製
材
品
の
６
月
の
出
荷
量
は
６
７
万
６
千
㎥

と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
１
１
・
０
％
増
加

し
た
。
製
材
品
の
６
月
末
在
庫
量
は
１
２
１
万

８
千
㎥
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
１
・
５
％

英
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ノ

ル
ウ
ェ
イ
、
台
湾
等
。
利
用
目
的
は
、
未
定
、

不
明
、
資
産
保
有
等
。
栃
木
県
、
新
潟
県
、
富

山
県
、
長
野
県
、
京
都
府
、
和
歌
山
県
で
も
、

別
荘
購
入
等
を
目
的
と
し
た
森
林
取
得
が
あ
っ

た
。
こ
の
調
査
は
平
成
18
年
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
令
和
５
年
ま
で
の
累
計
は
、
３
５
８
件
、

２
、８
６
８
ha
に
上
る
。

３
．
そ
の
他
の
事
例

２
の
事
例
の
ほ
か
、
国
内
の
外
資
系
企
業
と

思
わ
れ
る
者
に
よ
る
森
林
取
得
の
事
例
と
し
て

都
道
府
県
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
事
例
は
、
令
和

５
年
は
、
23
件
、
３
５
６
ha
で
あ
っ
た
。
こ
の

事
例
の
平
成
18
年
か
ら
令
和
５
年
の
累
計
は
、

３
３
４
件
、
７
、２
１
１
ha
に
上
る
。

近
年
、
円
安
の
影
響
等
も
あ
り
外
国
資
本
に

よ
る
森
林
取
得
が
一
段
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

■
物
流
効
率
化
法
の
ポ
イ
ン
ト

令
和
７
年
４
月
か
ら
物
流
効
率
化
法
が
一
部

施
行
さ
れ
、
物
流
効
率
化
に
向
け
た
新
た
な
規

制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
１　

全
て
の
荷
主
に
対
し
、
努
⼒

義
務
が
導
⼊
さ
れ
ま
し
た
―
令
和
７
年
４
⽉

か
ら

荷
主
は
、
物
流
効
率
化
の
た
め
、
次
の
①
～

③
の
措
置
を
講
じ
る
努
力
義
務
が
あ
り
ま
す
。

①
積
載
効
率
の
向
上

（
取
組
の
例
）

・
適
切
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
確
保

・
生
産
に
応
じ
た
運
送
業
者
の
手
配

・
複
数
搬
送
先
の
貨
物
の
合
積
み

②
荷
待
ち
時
間
の
短
縮

（
取
組
の
例
）

・
複
数
車
両
の
配
車
時
間
の
調
整
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・
十
分
な
荷
役
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

③
荷
役
等
時
間
の
短
縮

（
取
組
の
例
）

・
荷
役
作
業
員
の
適
切
な
配
置

・
安
全
で
効
率
的
な
積
み
卸
し
が
可
能

と
な
る
木
材
の
置
き
方
の
工
夫

※
荷
主
の
う
ち
、
第
二
種
荷
主
（
以
下
参
照
）

で
あ
っ
て
、
荷
物
の
受
け
取
り
等
の
日
時
や

時
間
帯
を
運
転
者
に
指
示
で
き
な
い
場
合

は
、
①
～
③
の
努
力
義
務
の
う
ち
、
②
の
措

置
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

荷
主
の
区
分

荷
主
は
、
運
送
事
業
者
と
の
運
送
契
約
の
有

無
に
よ
り
、
第
一
種
荷
主
、
第
二
種
荷
主
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

第
一
種
荷
主
：
運
送
事
業
者
と
契
約
し
て
い

る
事
業
者

第
二
種
荷
主
：
運
送
事
業
者
と
の
契
約
は
な

く
、
受
け
取
り
や
引
渡
し
の
み
行
う
事
業
者

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
２　

⼀
定
規
模
以
上
の
荷
主
に
対

し
、
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
―
令
和
８
年
４

⽉
以
降

一
定
規
模
以
上
の
荷
主
（
特
定
荷
主
）
は
、

次
の
①
～
③
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

①
中
長
期
計
画
の
作
成

②
努
力
義
務
の
遵
守
や
荷
待
ち
時
間
等
の
状
況

に
つ
い
て
の
定
期
報
告

③
責
任
者
（
物
流
統
括
管
理
者
）
の
選
任

特
定
荷
主
の
指
定

・
荷
主
は
、
前
年
度
の
取
扱
貨
物
の
合
計
重
量

（
第
二
種
荷
主
は
、
運
転
者
に
受
け
取
り
の

時
間
帯
等
を
指
示
で
き
な
い
貨
物
の
重
量
を

除
く
）
が
基
準
重
量
以
上
で
あ
る
場
合
、
国

へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
国
は
、
届
出
の
あ
っ
た
者
を
、「
特
定
荷
主
」

に
指
定
し
ま
す
。

○
特
定
荷
主
の
指
定
基
準
「
合
同
会
議
取
り
ま

と
め
（
令
和
６
年
11
月
公
表
）」
に
基
づ
き
、

今
後
定
め
ら
れ
る
予
定
。

特
定
荷
主
の
指
定
基
準
＝
取
扱
貨
物
の
重
量

（
※
１
）
が
９
万
ト
ン
（
※
２
）
以
上

※
１　

荷
主
事
業
者
ご
と
（
会
社
単
位
）
で
算

定
し
ま
す
。
ま
た
、
第
一
種
荷
主
、
第
二
種

荷
主
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
別
々
に
算
定
し
ま

す
。（
第
一
種
荷
主
分
と
第
二
種
荷
主
分
を

合
算
は
し
ま
せ
ん
。）

※
２　

重
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、例
え
ば
、

容
積
（
材
積
）
管
理
し
て
い
る
場
合
、
１
㎥

あ
た
り
２
８
０
kg
と
し
て
換
算
す
る
な
ど
、

合
理
的
な
算
定
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
予
定
で
す
。

留
意
事
項

・
運
送
事
業
者
と
の
契
約
に
つ
い
て
、
自
社
契

約
、
他
社
契
約
の
両
方
が
あ
る
場
合
、
第
一

種
荷
主
、
第
二
種
荷
主
の
両
方
に
該
当
し
ま

す
。

・
取
扱
貨
物
の
重
量
は
、
木
材
の
受
け
取
り
、

引
き
渡
し
で
区
別
せ
ず
、
自
社
契
約
分
、
他

社
契
約
分
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
受
け
取
り
分
と

引
き
渡
し
分
の
貨
物
重
量
を
合
算
し
ま
す
。

（
例
え
ば
、
年
間
受
け
取
り
貨
物
重
量
５
万

ｔ
、
年
間
引
き
渡
し
貨
物
重
量
５
万
ｔ
、
い

ず
れ
も
他
社
契
約
の
運
送
事
業
者
と
や
り
取

り
し
て
い
る
場
合
、
第
二
種
荷
主
と
し
て
の

取
扱
い
貨
物
重
量
10
万
ｔ
と
な
り
、
特
定
第

二
種
荷
主
に
該
当
し
ま
す
。）

■
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
を
契
機

と
し
た
広
葉
樹
材
活
用
の
取
組 

　
―
令
和
６
年
度
林
業
白
書
　 

　
　
特
集
の
事
例
よ
り

香
川
県
は
、
広
葉
樹
林
が
約
５
万
ha
と
民
有

林
の
約
６
割
を
占
め
、
そ
の
多
く
は
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
等
か
ら
な
る
里
山
二
次
林
で
あ
る
。
令

和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
か
ら
ナ
ラ
枯
れ
被
害

が
発
生
し
、
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
に
「
香
川
県

ナ
ラ
枯
れ
防
除
対
策
方
針
」
を
策
定
し
、
高
齢

級
の
広
葉
樹
林
を
対
象
に
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
予

防
の
た
め
の
伐
採
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広

葉
樹
材
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
る
。

取
組
初
年
度
に
は
、
広
葉
樹
材
需
要
の
掘
り

起
こ
し
に
向
け
、
サ
ン
プ
ル
材
を
製
作
し
て
木

工
関
連
事
業
者
等
に
配
布
し
、
数
社
か
ら
引
き

合
い
が
あ
っ
た
が
、
品
質
面
で
の
要
望
が
厳
し

く
、
納
期
や
価
格
面
で
も
折
り
合
い
が
つ
か
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
翌
年
度
に
は
、
広

葉
樹
材
の
搬
出
に
は
労
力
と
時
間
を
要
す
る
こ

と
や
、
広
葉
樹
の
材
と
し
て
の
特
性
等
に
つ
い

て
関
係
者
間
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
予

定
の
広
葉
樹
林
の
樹
種
、
立
木
本
数
、
材
積
等

の
情
報
を
記
載
し
た
「
立
木
リ
ス
ト
」
を
作
成

し
、
伐
採
前
に
川
下
の
事
業
者
に
提
供
す
る
取

組
を
行
っ
た
。
ま
た
、
県
内
の
川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
事
業
者
を
対
象
に
講
演
会
や
意
見
交
換

等
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
こ
と
で
「
県
産
広

葉
樹
関
係
人
口
」
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
県
内
各
地
で
広
葉
樹
材
が
用
材

と
し
て
の
価
格
で
流
通
し
始
め
、
約
50
㎥
が
家

具
材
と
し
て
製
材
さ
れ
、
商
品
と
し
て
流
通
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
間
の
独
自
の
交
流
が
生

ま
れ
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
県
産
広
葉
樹
活
用
に

向
け
た
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、「
県
産
広
葉
樹
関
係
人
口
」
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
交
流
を
拡
大
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
広
葉
樹
材
の
生
産
者
で
あ
る

川
上
の
事
業
者
、
利
用
者
で
あ
る
川
中
、
建
築

や
木
工
等
の
川
下
の
事
業
者
、
さ
ら
に
は
県
民

を
始
め
と
す
る
消
費
者
等
が
情
報
を
共
有
・
交

換
で
き
る
「
場
」
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
東
京
木
材
市
場
の
記
念
市
で

国
土
緑
化
の
歴
史
を
講
演

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
氏
橋
武
史
社
長
）

は
７
月
３
日
、
都
買
連
50
周
年
記
念
市
を
開
催

し
た
。
当
日
は
国
土
緑
化
推
進
機
構
政
策
企
画

部
の
藤
田
侑
希
主
任
に
よ
る
「
国
土
緑
化
の
流

れ
～
戦
後
の
緑
化
運
動
か
ら
現
代
の
森
づ
く

り
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

で
は
昭
和
１
０
０
年
・
戦
後
80
年
を
迎
え
、

「
昭
和
の
偉
業
・
国
土
緑
化
」
顧
み
る
と
し
て

国
土
緑
化
取
組
み
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
企
業

の
森
づ
く
り
支
援
の
現
状
、
木
造
建
築
物
の
ビ　

ル
化
の
進
捗
な
ど
の
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
回
復
し
つ
つ
あ
る
国
産
材
供
給
量
と
木

材
自
給
率
を
さ
ら
に
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
が
提

案
さ
れ
た
。

講演の様子
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レンタルスペース

〒633-0062

奈良県桜井市粟殿 355

TEL ０７４４－４５－３９５５

FAX ０７４４－４５－４７４１
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株式会社東海木材相互市場
代表取締役会長　鈴　木　和　雄
代表取締役社長　上　地　浩　之

本　　社
〒456－0033　名古屋市熱田区花表町21－ １
　　  　電　話　052－881－1551
　　  　ＦＡＸ　052－881－3082
　　  　Ｅ－mail　 info@kirakuninet. com
　　  　 http://www. kirakuninet. com

西部市場　市日　毎週火曜日
〒490－1444　愛知県海部郡飛島村木場 １ －17
TEL　0567－55－0155　　　 FAX　0567－55－2538
大口市場　市日　毎週金曜日
〒480－0121　愛知県丹羽郡大口町河北 2 － 2
TEL　0587－95－1101　　　 FAX　0587－95－1105
サテライト美並
〒501－4101　岐阜県郡上市美並町上田字小倉塚2516番 1
TEL　0575－79－5055　　　 FAX　0575－79－5060
サテライト名倉
〒441－2432　愛知県北設楽郡設楽町東納庫ムカイ山16番
TEL　05３６－63－3456　　　 FAX　0536－63－3535
飛騨匠工場
〒506－0035　岐阜県高山市新宮町112番地Ｂ
TEL　0577－36－5439　　　 FAX　0577－36－5939

東京中央木材市場株式会社
代表取締役社長　飯　島　義　雄

　　【酒々井インター富里市場［本社］】
　　　千葉県富里市新橋665－ 1
　　　TEL. 0476－37－5151　 FAX. 0476－37－6500

　　【千葉木材センター】
　　　千葉県四街道市吉岡496
　　　TEL. 043－432－1721　 FAX. 043－432－0014

　　【千葉第 2  木材センター】
　　　千葉県成田市吉岡字来光台968
　　　TEL. 0476－73－2121　 FAX. 0476－73－5740

　　【東葛西中継センター】
　　　東京都江戸川区東葛西 1 － 7 －12
　　　TEL. 03－5878－0355　 FAX. 03－5878－0356

本　　社
〒849－4252　佐賀県伊万里市山代町楠久津145番地30
TEL　0955－20－2183（代表）　FAX　0955－28－2855
福岡営業所　
〒824－0604　福岡県田川郡添田町野田 1927
TEL　0947－82－5010　　　 FAX　0947－82－5011
大分営業所　
〒879－5413　大分県由布市庄内町大龍 1208－ 1
TEL　097－586－2210　　　 FAX　097－586－2230

南九州営業所
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川 8866 番地
TEL　０９８６－28－0228　　　 FAX　0986－79－1777
南九州営業所　第二土場
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川 8515 番地 ２
TEL　0986－36－4880　　　 FAX　0986－57－7607
糸島事業所　木の駅「伊都山燦」
〒819－1563　福岡県糸島市高来寺 342 番 1
TEL　０９２－331－5020　　　 FAX　092－331－5021

ホームページ　　 https://www.imarimokuzai.co.jp
メールアドレス　 imamoku@imarimokuzai.co.jp

茨城県木材市場協会
〒310－0826　水戸市渋井町50番地
株式会社 茨城木材相互市場 内

TEL　０２９－２２１－３１１１
FAX　029－221－３393
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関東木材センター協会
会　長　桃　渓　　　崇
副会長　伊　藤　元　二
会　計　中　村　　　司
監　事　栗　林　一　郎

事務局　〒230－8571
　　　　横浜市鶴見区鶴見中央 4 －33－ 1
　　　　　ナイスビル 5 階
　　　　ナイス株式会社
　　　　　資材事業本部営業企画部 内
　　　　　　　ＴＥＬ　045－503－0176
　　　　　　　ＦＡＸ　045－505－6005

愛知県木材市場連盟
会　長　鈴　木　善一朗

㈱東海木材相互市場

三河材流通加工事業㈿

本 州 市 売 ㈱

西 垣 林 業 ㈱

㈱ 東 海 林 材 市 場

事務局　〒456－0033

　　　　名古屋市熱田区花表町21－ 1
　　　　㈱東海木材相互市場
　　　　　　ＴＥＬ　052－881－1551
　　　　　　ＦＡＸ　052－881－3082

全日本木材市場連盟北陸支部
支部長 齋　藤　豊　美

【加盟木材市場】
株式会社富山合同木材市場	（076－452－1155）
株式会社高岡木材市場	 （0766－52－2131）
富山県森林組合連合会	 （076－434－1750）
福井県嶺北木材林産協同組合	（0776－53－0221）
福井県木材市売協同組合	 （0776－41－3730）
福井県森林組合連合会	 （0776－50－0345）
若狭木材流通センター協同組合	（0770－45－3500）
株式会社名田庄ウッディーセンター	（0770－67－3386）

徳島県木材市場連盟
会　長 玉　置　雅　敏

〒770－8001
徳島市津田海岸町 4番３１号
丸幸産業 株式会社 内

 丸　幸　産　業　㈱	 TEL ０８８－６６３－２３０３

	 FAX ０88－663－2304

 ㈱徳島中央木材市場	 TEL ０８８－６６２－５２１０

	 FAX ０８８－６６2－2337

三重県木材市売連盟
会　長　久　保　　　覚

「加盟木材市場」
鈴 鹿 木 材 ㈱
西 垣 林 業 ㈱
　三重事業所マルタピア
　美 杉 木 材 市 場
中 川 林 業 ㈱

㈲ 丸 天 木 材 市 場
熊 野 原 木 市 場 ㈿
伊 山 市 売 木 材 ㈱
松 阪 地 区 木 材 ㈿
松 阪 木 材 ㈱
尾 鷲 木 材 市 場 ㈿

事務局　〒５05－０088
　松坂市木の郷町21番地　松坂木材㈱内
TEL 0598－20－2323　 FAX ０５９8－20－1082

木曽官材市売協同組合

理事長　勝　野　智　明
　　　定例市日
原木　荻原事務所　　　　　　 月 1回
　　　坂下事務所　　　　　　 月 ２回
　　　国有林土場活用委託販売 月 １回
製品　　　　　　　　　　　　 月 １回

〒399－5604
　　長野県木曽郡上松町正島町 2 －45
　　　　電　話　0264－52－2480（代表）
　　　　 http://www. kisokan. com

愛媛県木材市場連盟

会　長 二　宮　政　文

〒７９８－１１２４　宇和島市三間町増田389
大木坑木有限会社宇和島出張所内

香川県木材市場連盟

会　長　樋　口　哲　也

〒760－0055
　　高松市観光通 2 －１０－１５
　　㈱太洋木材市場内

㈱太洋木材市場�TEL（０８７）８３３－２３１１
� FAX（０８７）８３１－３０４０

ナイス㈱ 香川営業所� TEL（０８７５）２５－３０９９
� FAX（０８７５）２４－１３３６

大木坑木㈲宇和島出張所

㈱ 宇 和 原 木 市 場

㈱ 久 万 木 材 市 場

㈱ 日 吉 原 木 市 場

（０８９５）５８－３０３３

（０８９４）６２－２８５１

（０８９２）２１－１１７５

（０８９５）４４－２８２２

秋田中央木材市場株式会社
代表取締役社長 工 藤 茂 丸

〒010－0941
秋田市川尻町字大川反２３２－ 7
TEL　０１８－８６３－２１２１
FAX　０１８－８６３－２１２０

定例市日　毎週木曜日

千葉県木材市場協同組合
理事長 大　竹　寛　司
〒２８３－0823　千葉県東金市山田800

ＴＥＬ．0475－55－6161
ＦＡＸ．0475－55－6171

http://www. mokuichi. or. jp/

青森県森林整備事業協同組合
青森原木市場

理事長 成　田　　　剛

〒０３０－0955
青森市大字駒込字桐ノ沢129－ 1

TEL　０17－743－5411
FAX　０17－743－5410
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市日　毎週水曜日

松阪木材株式会社

代表取締役会長
田　中　善　彦

代表取締役社長
久　保　　　覚

〒515－0088
三重県松阪市木の郷町21
TEL　0598－20－2323
FAX　0598－20－1082

全日本木材市場連盟
中 国 支 部

支部長 岡　本　　　剛
〔加 盟 木 材 市 場〕

岐阜県銘木協同組合

11月13、14日には、

銘木業界最大の祭典

第67回全国銘木展示大会を

開催いたします !!

理事長　吉　田　芳　治
岐阜市茶屋新田 3丁目90番地
tel 058－279－0788　 fax 058－279－2156
URL https://www.gifu-meiboku.com
E－mail meiboku@ccom.or.jp

石 谷 林 業 ㈱ 智 頭 支 店
㈱ 米 子 木 材 市 場
㈱ 出 雲 木 材 市 場
㈱ 益 田 原 木 市 場
㈱ 福 山 中 央 木 材 市 場
㈱ 勝 山 木 材 市 場
津 山 木 材 市 売 ㈱
㈱ 津 山 綜 合 木 材 市 場
㈱ 岡 山 木 材 相 互 市 場
㈱ 岡 山 木 材 市 場
真 庭 木 材 市 売 ㈱
岡山県森林組合連合会

0858－75－0635
0859－27－0721
0853－21－1855
0856－22－0697
0849－63－1001
0867－44－2600
0868－22－6246
0868－28－7777
086－296－0306
086－272－2178
0867－42－0602
086ｰ236ｰ6530

事務局　㈱岡山木材相互市場内
　〒701－0221　岡山県岡山市南区藤田560

TEL　086－296－0306
FAX　086－296－0405

毎市のご協力・感謝申し上げます

株式
会社  九州木材市場

取 締 役 会 長 田　中　正　史
取 締 役 社 長 田　中　昇　吾
取締役副社長 田　中　史　郎

定例市日　 8 日　23日

〒877－1231
　大分県日田市大字三和2726－10

TEL　0973－24－3625
FAX　0973－24－3626

㈿高知県木材市場連盟
高知県林材株式会社

〒781－0112
高知市仁井田4348

TEL　088－847－0111
FAX　088－847－0116

協同組合高知県木材市場連盟
〒780－8012
高知市天神町 5番27号

TEL　088－821－6071
FAX　088－821－6072

九州木材市場連合会
会　長　多　田　　　啓
　　　㈱アサモク
副会長　安　部　省　祐
　　　大分県木材協同組合連合会
副会長　今　坂　幸　一
　　　熊本木材㈱
事務局　福岡市木材協同組合 内

〒810－0071　福岡市中央区　　　
　　　　那の津 3 －16－ 6
TEL　092－771－5791
FAX　092－771－3044

東京木材市場株式会社
取 締 役 会 長 市 川 英 治
代表取締役社長 氏 橋 武 史

本　社・市場
〒136－0082　東京都江東区新木場 2 － １ － 8
　　ＴＥＬ　03－3521－7111（代表）
　　ＦＡＸ　03－3521－7115

市　日　毎週木曜日
　　ＴＥＬ　03－3521－7121（市売）
　　 https://www. tomoku-ichiba. co. jp

越谷センター
〒343－0844　埼玉県越谷市大間野町 1 －130
　　ＴＥＬ　048－989－0171
　　ＦＡＸ　048－989－0174

　 西垣林業株式会社

代 表 取 締 役 社 長 西 垣 雅 史
代表取締役副社長 西 垣 貴 文

■桜 井 市 場 奈良県桜井市大字戒重137

■名古屋市場 名古屋市瑞穂区桃園町3－19

■三重事業所

　マ ル タ ピ ア 三重県伊賀市北山1560

　美杉木材市場 三重県津市美杉町八知5412

【制度の特徴】

１．お手軽な掛け金で大きな保証

２．業務上・外を問わず24時間保障

３．医師の診査はなく告知書扱いで加入可能

４．1年毎に収支計算を行い、剰余金は配当金として還元

【一口当たりの保障内容】

高度障害 死亡保険金、高度

保険金 傷害保険金等

一般コース（15～65歳） 140万円 1日につき

～20万円 3,000円

悠々コース（66～70歳） 70万円 1日につき

～10万円 5,000円

【月当たり掛け金】

一般コース（15歳～65歳）の掛け金は、男女とも1,300円

悠々コース（66歳～70歳）の掛け金は、男1,500円、女900円

全市連福祉共済制度のご案内

死亡保険金

200万円

100万円

病気による場合 不慮の事故による場合

障害給付金 入院給付金

400万円

200万円


